















学位授与年月日 平成 11 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
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【方法】 勝山ニホンザル集団において， 1996年 9 月現在，生存する 20歳齢以上の老齢母ザル(平均24.2歳齢) 6 頭，
その最年長の娘(成体娘:平均14.5歳齢) 6 頭，成体娘と同程度の年齢で、母ザルが既に死亡した個体(母のいない成
体メス:平均14.6歳齢) 5 頭の行動を調べた。観察期間は1996年 4 月 --1997年 9 月の一年半であった。休息場面にお
いて， 1 セッション 30分間の個体追跡観察を行った。総観察時間は297.5時間であった。同時に給餌場面についても，
l セッション 10分間の個体追跡観察を行った。総観察時間は2410分間であった。

















【方法】 先に分析した老齢母ザル 6 頭中 5 頭と成体娘 6 頭中 4 頭の休息場面の社会的行動を， 4 年間にわたり縦断
的に観察した。老齢母ザルについては， 1993年 4 月，....， 1996年 9 月 (20--23歳齢の個体が23 ，....， 26歳齢になるまで)のデー
タを，成体娘については1994年 4 月 """1997年 9 月( 9 --16歳齢であった個体が12"""19歳齢になるまで)のデータを用
いた。総観察時間は439時間であった。
【結果と考察】 4 年間の観察期間中，老齢母ザルで‘は活動性の低い状態が続いたのに対し，成体娘は交尾期(10--
3 月)に比べて出産期 (4 - 9 月)で活動性が低くなるという季節変動性を示した。活動性における季節変動性の喪
失が老化の特徴のひとつであると考えられた。老齢母ザル，成体娘いずれにおいても，先のグループ間比較で老齢母
ザルの特徴がみられた毛づくろいに関連するほとんと、の行動については，観察期間中変化は見られなかった。ただし，
成体娘が毛づくろいの役割を交替して行う傾向は加齢とともに増大した。
一方， 20歳齢以降しだいに変化した行動は，より広い範囲の個体との近接関係や身体接触を中心とする社会的関わ
りであった。加齢に伴って，老齢母ザルで、は独りでいることが増加し，平均近接頭数は減少した。反対に，成体娘の
平均近接頭数は，加齢に伴って増加した。老齢母ザルにおける血縁の近い個体との平均近接頭数が加齢に伴って変化
しなかったのに対し，非血縁個体との平均近接頭数は減少した。他個体と関わる時間が減少することが避けられない
のであれば，親しい個体との関わりのレベルを保ち，親しくない個体との関わりの頻度を減少させることは，老齢個
体が安定した社会的関係を保つ方略として有利であると考えられた。
こうした近接関係の調整は，接近行動の分析から，主として他個体によって行われていることが分かった。しかし
ながら，成体娘ではみられなかった接近行動の季節変動性(出産期に比べ交尾期で他個体に接近する頻度が高まる)
が，老齢母ザルにおいて確認された。老齢母ザルは，加齢に伴って接近行動の季節変動性を消失しただけでなく，身
体接触時間，接触を開始する頻度の減少をも示した。従って，老齢母ザルも，自ら社会的関わりを調整していること
が示唆された。
以上のように， 20歳齢までに変動しなくなる行動は毛づくろい交渉に代表され，その交渉パターンの変化から血縁
の近い個体，特に最後に出産した子が成長してしまうことに直接的に関連するものと考えられた。一方， 20歳齢以降
の漸進的な変動は，より広い範囲の個体との近接関係や社会的関わりにおいて生じていた。この老齢母ザルにおける
近接関係，社会的関わりの加齢変化は幼い子の成長という状況の間接的な影響であると考えられるとともに，例えば
毛づくろい交渉のパターンが変わるといったように，老齢母ザ、ルの側にも何らかの行動変容が生じ，これを受けて周
囲の個体による関わりかけに変化が生じるという相互作用的側面もあるといえた。
主上三会
'1'口口問
ニホンザルのメスにとって，母ザルの死は，活動性の低下と血縁の近い成体メスとの社会的関わりが低下するといっ
た重大な行動変化をもたらすものの，母ザルの死がもたらす社会的不安定さについては，娘との関わりによって補償
される可能性が示された。年齢と関連する行動変化の中で， 20歳齢頃までに安定する行動は，毛づくろい交渉のよう
に幼い子の成長によって生じた。しかし，近接関係などのように，より多様な個体との関わりについて，老齢母ザル
は血縁の近い個体との関わりを維持し，非血縁個体との関わりを減少させた。給餌時には手指の機能低下を示しても，
社会的行動については老齢母ザルが他のメスとの聞に違いがなかったことも，老齢個体における他個体との社会的関
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係調整の的確さを補強するものであった。従って，老化によって，他個体と関わる頻度は減少するが，社会的に関わ
る相手との関わり方を変化させることによって，老齢母ザルはそれまでとは異なる社会的に安定した関わりを維持す
ることが可能であると考えられた。
論文審査の結果の要旨
人閣を含む霊長類の老化の研究は，発達心理学および霊長類学における重要な研究課題の一つである。本研究では，
ニホンザル・メスの老化にともなう社会的孤立化を娘や仲間との社会的関わりを手がかりとして明らかにすることを
目的として次の研究を行なった。まず，母ザルの死亡による影響を加齢変化から分離することを目的として，母ザル
の死亡した成体メスの行動観察を行い，老齢母ザルと成体娘の行動について比較研究を行なった。ついで，老齢母ザ
ルと成体娘との世代間比較という老化の横断的研究を行ない，最後に，老齢母ザルと成体娘の行動の経年変化を観察
するために老化の縦断的研究を行なっている O
これらの研究から，母ザルの死によって，成体娘は活動性を低下させ，血縁の近い成体メスとの社会的関わりも低
下させるといった老化に類似した行動変化を示すことが明らかになった。しかし， この母ザルの死が成体娘にもたら
す影響は，自らの娘との社会的関わりによって補償される可能性が示された。世代間比較から，老齢母ザルは毛づく
ろいを行う頻度が低く，毛づくろいを行なうより受けることが多く，同一個体との交代をともなう毛づくろいを多く
示した。一方， 20歳齢以降の縦断的観察から，老齢母ザルは血縁の近い個体との関わりを維持し，非血縁個体との関
わりを減少させることが明らかとなった。本研究の結果，老齢のメスザルは，他の仲間との社会的関わりを減少させ
社会的に孤立化するとしても，娘や近縁のメスとの関わりを維持することが示唆された。
以上の研究成果により，本審査委員会は本論文が極めて優れた研究であり，博士(人間科学)の学位授与に十分で
あると判定した。
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